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裸足の習慣と鈎虫感染率に就て
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緒言及び文献考察

経皮感染に関すと我国の文献を見るに「とえがJ主J即

~田畑て作業主して訳る皮点炎と鈎虫感染との関係竺

論じた伊地全日 （1908）の報告を最初に，土屋及び宮川

(1912）， 奥田（1914）等の動物感染実験報告がある。

その後，梢川 ・大磯（1925）の研究によってヅピニ鈎

虫は経口主道，アメリカ鈎虫は経皮主述、どあると主張さ

れ，宮ff!(Hl25）宅大俸との説と同U立場をとっている。

更に横川等はζ の問忠について追加報告（横川及び罰

池，rn42: rtIT ~也， 1943）をしている。

戦後疫学的研究¢進歩に伴い流行地集団検査等が行わ

れ，その統計的処理？とよって感染経路の再検討が盛んに

行われる。

小宮等 (1953）は埼玉県の アメリカ鈎虫優占地灰モデ

ル部誌の反復集団駅虫による全住民の鈎虫感染率低下の

研究を行った際，小巾学年令！胃 （6～15才〉の感染率に

対する成年屑（21～60才〉のそれの比率が漸次府大する

事を認めた。乙のが釈：lて経皮感染を恕定し，「感染の場」

の感染危険の濃淡と両年令屑の人の「感染の場J：と立入

る機会の多少の組合引1こよると考久たの後Cの推論は小

宮山 〔1954），鈴木（1956）によって哀書きされ ，更に

鈴木等 (1956）によってヅピニ鈎虫優市地区ては別な関

係が認められべn

そcてついに，小宮 ・鈴木（1956）はアメリカ鈎虫と

ヅピェ鈎虫ては現実の場面における感染主道（アメリカ

鈎虫ぼ経吃， ヅピニ鈎虫は終日〉が異るとと ti~ 統計的な
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立場か人推論する！こ到つ：'c＇コ

牟田口 (1956）はヅピニ鈎虫優占地区ても畑が「感染

の場Jになるととをのべており ，同つヅピニ鈎虫経吃

感染の研究として水野（1956）， 柳沢（1957)の研究が

ある。

畑作の種類の詳細た研究は小宮 (1956），柳沢 (1957)

の報を；があり種々た褒因が検討され、ずいる。

史？て永井(1956）は鈎虫性皮府炎の研究てヴピェ鈎虫，

アメリカ鈎虫，犬鈎！なの三種につきた及び人体実験与行

い， 疫学調査「乙えかぶれJの実態をしらべて，いずれ

の場合にも皮店・炎が成立するととを詳細にしらべてし

る。

J~上述べyい様に終皮感染に日5 して既に種ノ々の研究がJ

てい乙のてあるが，と.ilに関連レご経史感涼は主として

裸足になることが前提であり ，戦前の我国のCtJ:民は殆E

裸足て畑作業守したのに対し，戦後は生活様式の変イヒ（，こ

より畑作業に地下足袋を使用するものが散見されるよう

に介、ったので，程、述ーは裸足の習慣とアメリカ鈎虫感染率

の関係をとりあげてみた。

裸足の習↑白といヮても突然としているので侭に問診。

都合上次の様に条件づけえ。即ち終戦！日jはとわないで専

h終戦後の10ケ午・問に，｜挽存から初夏の候~；，.. ， 畑作業の

ときはいつ‘どと裸足か，地下足袋等の版物日夜くか，向

ィ』！－半々 ぐとノいであるかを4れた。そして宍際に集計に．当

つては殆ど裸足v・こならないで地下足袋を履くものを裸足

の押慣のないヰ、のと規定し，他乏：，裸足の習慣Cわるも

のと規定した。

調査対象及び調査方法

調反対1誌は次の 2地lR.の民民て仇φoCO)地区．は殆と

純粋にアメリカ鈎虫（Necator americanus） 淫浸地区て

ある u許養及び駆虫さよえ~J［：虫検五による〉。

山形県i酉同「tr .~ヒ平田 ： 米O)lti作地帯て純良H。昭和

30 I,ド8月に労働科学研究所が E:l民の集団検診企行った
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際に之に参加して調売し土。対象は20ア以上70才未満の

農業ヒ専ら従事する男性，一家族から 1人まれに 2人受
診するように計画された。従って調盗に当って感染の家

族集積性の問題は一応除外されている。調査人員は男性
335~1，年令構成は 20才台 49名， 30-:f台 55 名， 40 才台
100名， 50才台94名， 60才台37名である。

東京都南多摩郡忠生村：米，表，野菜を作る都市周辺

農村の一つである。同村民20才以上60才以下約 100名を

抽出検査しJと。との場合も受診者の家族集積性は少い。

調査人員男女合計84名（統計の対象たり得た人数〉，年

令構成は20才台25名， 30才台28名， 40才台13名， 50才台

18名てある。両地区共に調査対象抽出が先て，検便は後

で行った。従って寄生状態の調査に関レては司：集団無作

名抽出標本である。

次に問診による調査項目をあげると，

a. 裸足の習慣の有無終戦後10年間に晩春から夏に

かけて畑作業に際して裸足になったか，地下足袋を使用

して裸足にならなかったか，或はその両方が半々か，と

いうように質問した。判定は地下足袋をつねに使用する

人を裸足にならぬ群に入れ，他の 2者は裸足になる群と

した。

b. 就農年限農業に主として従事するようになって

からの年数〈忠生村〉。

c. 検便使用した検査法は直接塗抹8枚法と飽和食
塩水浮説法である。とれによって鈎虫寄生者と非寄生者

を区別した。

寄生虫種を鑑別する目的て北平田地区ては原田町漉紙

培養法を用いたc 叉忠生村では集団駆虫法としてテトレ
ン15球頓服，硫マ20瓦服用法を或者は 2回，他は 1団施

行して，排出糞便を鴻使し虫俸を採集した。後検便によ

り駆虫者42名中31名（74%）が完全陰転したととを知つ
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た。後述の感染濃度の項にはこの31名の排出虫数を牙類

し使用した。

両地区共にアメリカ鈎虫絶刻優占地区てある。

調査成績

a. 裸足の習慣と鈎虫百五染率

北平田，忠生両地区共；こ年令1JlJ(10才間隔に介類、勺に
裸足の習慣の有無：こぶる鈎虫感染率の差を比べると第 1
表：！と示したようになつえ。

本かかる場合における間隔分類は人体内における鈎虫

の生存期聞を考慮に入れれば， あるいはもっと短

く，例えば 5歳間隔が適当であるかも知れない。し

かし私たちの場合においては資料の例数不足もある

ので， とりあえず、 10歳間隔に之を分けてみた。

北平田ては50才以下（40才台まで〉の人達ては裸足の習

慣のある群（裸足＋群〉が裸足の習慣のない群（裸足一

群〉より感染率が高い。これは50才以下ては両群聞の差

を χ2テストてしらべて 1%以下の危険率て、有意てあるo

50才以上の人達ては裸足＋群と裸足一群間の差は接近し

て小さくなり有意でなくなった。

忠生付の例数は少く推計学的検定は無理てあるので北

平田と同U傾向をタ卜見上認めるだけである。

叉乙の表をみると50才以下の各年令階級間ては相互に

裸足＋群ても裸足一群と似た感染率を示した。

b. 地域別感染率と裸足の習慣との比較ぐ北平田〉

調査の対象を居住地域別〈各部落〉に牙類レζ，その

地域ての鈎虫感染率と裸足の習慣のある人の比率を比べ

たのが第2表てある。

これを見ると地域により感染率にかなりの差がある。
叉裸足の習慣に於ても同様に差がある。そこで裸足の習

慣の変動と感染率の変動が密接な相関関係があるかどう

第 1表裸足の習慣と鈎虫感染率

山形県酒田市北平田 東京都忠生村

年 齢 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 20～ 30～ 40～ 50～ 

裸
人 数 27 29 52 38 14 9 15 10 16 
鈎 虫 （＋） 10 9 16 18 4 4 7 6 13 足
感 染 率 38% 31% 31% 48% 29% 45% 明% 60% 81% 

人 数 22 26 48 56 23 16 13 3 2 
否 鈎 虫 （＋） 3 5 9 17 8 6 4 。 2 

感 染 率 14% 19;16 19% 31% 35% 38% 31% 

註：北平田は男性のみ，忠生村は男女合計

( 57 ) 
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第2表地域別感染率と裸足率の比較（北平田）

漆曾根 牧曾根 中野曾根 円能寺 青渡 布目

調 査 人 員 128 42 39 27 45 27 

鈎 虫 感 染 率 28.2% 26.2% 20.5% 11.1% 44.4% 40.7% 

裸 足 率 47% 67% 31% 33% 60% 68% 
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第1図地域別感染率と裸足率の相関関係

か相関係数検定法く増111,1947）て、しらべてみた。

横軸に裸足の人の比率，縦軸に対応する感染率をとっ

て作図すると第1図のようになった。これは相関係数γ

＝十0.762,n=6, to=3.637, t(0.05)=2.776，故

にα＜0.05て、ζの相関係数の有意性の危険率は 5%以下

である。

c. 就農年限と鈎虫感染率〈忠生村〉

裸足の習慣の有無が感染率に影響を及ぼすので就農年

限と感染率の関係を純粋にしらべるためには裸足＋群と

裸足一群に牙けてその各々について調べねばならない。

との点を考慮して横軸に就良年限，縦軸に感染率をと

って相関図を作ると第2図のようになった。但し集計は

20 
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第 2図 就農年限と鈎虫感染率（忠生村）

主として10年単位とした（40年以上は20年単位〉。

との図をみると裸足一群は例数が少くて検定出来ない

が就農年限と感染率の聞に相関関係がみとめられないよ

うである。これに反して裸足＋群は就農年限が長い程感

染率が上昇している。即：；両者間に密接な関係がある。

a. 就農年限と鈎虫感染虫数（忠生村〉

上記裸足の習慣のある人達だけで就農年限と感染濃度

即5駆虫により排出された虫数〔アメリカ鈎虫〉との宿

関図を作ってみると第 8図のようになる。横軸が虫教で

就50
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第3図就農年限と鈎虫感染虫数（忠生村）

－裸足群だけ一

縦軸が就良年限である。但しとの場合完全駆虫者311ろだ

け対象とし，検便て非陰転者は除いた。

これをみると実測点が牙放しているO 単純に相関関係

は得られない。そこで分布任よくみた上て就民年限20年

に境界線をヲ｜いてみる。次に排虫数では 100匹のととろ

に境界線を引いてみる。とのようにすると就農20年以下

ては大部分が 100匹以下 (10: 2）てあるに反し， 20年

以上ては 100匹以下lJ例に対し 100以上が 8例て濃厚感

染者の出現が見立つ。即：；就農年限の多い群に濃厚感染

出現率が高い。この差は無相関検定法（佐藤，1946）て

検定して 1%以下の危険率て有意である。

明記：虫数20匹のととろの境界線は直接塗抹3枚法て

発見される最低限界てある。

( 58) 
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考按

私達の対象としたのはアメリカ鈎虫絶対優占地区であ

る。既山女献によるとアメリカ鈎虫は経皮感染が主道て

あると推論されている。かかる地区ての裸足の習慣と感

染率の関係は一応調査する価値がある。

cの様主観点から私達の成績をみると10才間隔て分類

した各年令階級に於て裸足＋群が裸足一群より高い感染

率を示している。第1表をよくみると20才台， 30才台，

40才台は全く同じ様な感染率の変動を記録している。と

れは興味ある事実てあヮて，仮に推論するならば一つに

はこの年代の人達が本格的に民業をやり出したのは終戦

後てある〔兵役服務を考慮に入れねばならない〉為に問

診内容と実態が一致して裸足の習慣の有無が判然と出て

来るし叉その感染率が同様なのてはなかろうか。

とれに反し50才以上の人達は兵役にも服さない［ノ終戦

前の就良経歴が長期間にわたることが関係して問診内容

と実態が一致しない。その他沢山の要因があるが年限だ

けで出た差異てあるので，この様な関係があるのてはな

かろうか。

しかし青壮年者て上記の差異を認めたことは一応経皮

感染の内て裸足の習慣の有無の果す役割が大きいことを

哀書きするものと思う。

地域別感梁率と裸足の習慣の比率の間の相関関係も高

い有意差があるので上記の推論の哀書きとなるものであ

ろう。

就農年限では裸足一群ては例数少いが感染率が上昇し

ないようにみえ，裸足＋群てだけ明らかに年限の増加と

正比例して感梁率が上昇した。乙れは感染機会の増加が

考えられ，叉別に未解決の問題であるが鈎虫感染期間が

ある程度長いとすれば感染の累積とふ考えられょうか》

就民年限と感染波皮〔完全排虫数〉の関係から得られ

た成績は矢張り年限の増加につれて感染機会の増加，叉

上記の意味て感染累積が原因ではなかろうかO

要約

鈎虫経皮感染に最も関係の深いと忠われる裸足て畑作

業を行う習慣を中心に感染率との関係を種々の角度から

追求した。

対象はアメリカ鈎虫絶対優占地区の民民て山形県酒田

市北平田の男性 335名（20～70才〉，東京都忠生村男k

合計84名く20～60才〉である。

調査成績をまとめてみると， 50才以下の人達ては裸足

＋群の感染率が裸足一群のそ九より明らかに高率であっ

て，裸足になるか否かが感染率を大きく左右する。但し

59 

50才以上の人達てはとの関係は不明瞭となるc

50才以下の人速の統計ては地域別に牙けてじらべた感

染率と裸足の人の比率は正相関が壬って，裸足の人の多

い程感染率が上昇する。

就農年限と感梁率も裸足＋群ては正比例的に上昇す

る。就良年限と感染濃度 L完全排虫数〉も年限の長い群

に濃厚感感者の出現率が高くなるととを示す。

上記の成績からアメリカ鈎虫感染ては裸足の習慣の有

無が大きな影響力をもっととを疫学的に確認しうると忠

う。

( 59) 
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Summary 

To find the correlation between the incidence 

of hookworm infection among farmers and their 

bare foot custom statistically the following survey 

was undertaken on people in two farm-villages : 

the one village was located in the suburbs of 

Tokyo and the other was in Yamagata-Prefecture. 

The number were 85 of both sexes in Tokyo and 

335 male in Yamagata, their ages being ranged 

between 20 and 70. 

( 60) 
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As a result of the larval cultivation and the 

collection of worms in the feces excreted after 

the anthelmintic treatment(Ethylene tetra-chloride) 

those in two districts were found almost exculsive-

ly infected with N訟catoramericanus. 
The results thus obtained were as follows: 

a) The objects were divided into 5 classes of age 
of every ten years, and those were moreover 
divided each into two groups according to whether 

they had the bare foot custom or not. 

Thus, the ratio of infection among the age-

classes of 20 to 50 years were 31・38% in the bare 
foot custom group and 14・19% in the rest and 
this difference is significant statistically. The ratio 

of infection among the age-classes over 50 years 

were 30・50% in the bare foot custom group and 

30・35% in the other. This difference was not 

significant statistically. 

b) The infection of peoples in various districts 

were closely connected with the ratio of the bare 

foot custom in those district, and the coefficient 
of correlation r is equal to十0.762 and its signifi-

cance is warranted statistically. 

c) The ratio of infection in the bare foot group 

was higher in accordance with the increasingly 

longer time of farming : they were divided acco・

rding to the length of time of farming. 

b) The number of persons harbouring many 
hookworms was larger in the group of farming 

for a longer time than in the group of farming 

for a shorter time. 




